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6
月
定
例
市
議
会
は
、
M
日
招
集
さ
れ
、
引
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
九
議
集
に
つ
い
て
審
議
し
.
い
ず
れ
も
版
策
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

…
お
も
な
議
案

一

一
般
会
計
補
正
予
算

二
千
九
百
五
十
一
万
一
千
円
を
追
加

し
、
こ
れ
で
予
算
総
額
は
十

一
億
八

千
百
四
十
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
臨
時
地
方
特
別
交
付
金

七
百
二
十
八
万
円
、
分
担
金
お
よ
び

負
担
金
二
百
三
十
七
万
円
、

国
庫
支

出
金
七
百
九
十
五
万
円
、
県
支
出
金

五
百
四
万
円
、
繰
越
金
五
百
二
十
五

万
円
、
市
債
六
百
七
十
万
円
な
ど
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お

れ

ν
。
農
林
水
産
業
費
で
は
、
県
単
土
地
改

良
事
業
と
し
て
、
島
尻
、袋
地
内
の
区

画
整
理
な
ど
に
四
百
八
十
二
万
円
、

坪
野

・
古
胞
熊
線
、
別
文
線
の
県
蛍

奥
地
林
道
事
業
の
補
助
金
と
し
て
二

百
四
万
円
、
ま
た
、
経
間
漁
港
の
道

路
、
船
揚
場
な
ど
の
整
備
に
千
二
百

二
十
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

土
木
賞
で
は
、
国
鉄
複
線
電
化
に
と

も
な
う
三
ケ
地
内
道
路
の
拡
幅
に
百

二
十
万
円
、

宮
津
霊
園
道
路
五
十
メ

1
卜
戸
の
舗
装
に
九
十
七
万
円
な
ど

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
事
業
で
は
、
経
回
漁
港
の

し
ゅ
ん
せ
つ
復
旧
貸
九
百
八
十
九
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

鉢
地
内
に
簡
易
水
道
を
投
出
す
る
た

?

め
、
そ
の
引
業
資
二
百
八
十

一
万
七

悔い
j
F

千
円
が
北
上
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
簡
易
水
道
は
、
肥
川
口
延
長
ゃ
く
一
J

街、

千
四
百
メ
ー
ト
ル
で
、
鉢
地
内
の
三
一

人川

十
八
一戸
、
ゃ
く
百
三
十
人
に
給
水
さ
一

報

ひ
き
つ
づ
き
議
員
提
案
に
よ
る
「
雌

全
な
青
少
年
の
都
市
宣
言
」
が
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
部
術
生
処
理
組
合
議
員
に

宮
崎
直
三
、
石
川
正
之
助
の
岡
市
議
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
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例

市

議

れ
、
消
火
せ
ん
六
基
も
と
り
つ
け
ら

れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

此
入
で
は
、
乙
れ
に
見
合
う
国
庫
文

出
金
五
十
六
万
円
、
市
債
百
三
十
万

円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

被
保
険
者
が
出
産
し
、
引
き
つ
づ
き

育
て
た
と
き
は
、

今
年
度
か
ら

一
か

月
四
百
円
が
育
児
手
当
と
し
て
、
六

か
月
間
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
乙
の
支
給
方
法
が
一
か
月
ど

と
で
は
、

不
便
で
す
の
で
、
い
ち
ど

に
全
額
の
二
千
四
百
円
を
支
給
す
る

こ
と
に
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

保
険
税
を
算
定
す
る
際
、
前
年
の
所

得
が
十
万
円
を
こ
え
る
世
帯
に
つ
い

て
は
、
従
来
、
世
帯
主
を
除
く
被
保

険
者

一
人
あ
た
り
二
万
五
千
円
が
所

西

布

胞

小

学

校

校

舎

鉄
筋

ニ
階
建

州
布
施
小
学
校
の
校
舎
が
講
訟
を
の

ぞ
き
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

起
工
式
が、

6
月
比
日
小
学
校
グ
ラ

ン

ド
で
、
関
係
者
が
集
ま
っ
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

e、
'.'ぞ
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人口のうごき | 

りJ女日|
山生 ]6 21 37人
死亡 14 11 25人
婚捌 42組

得
か
ら
抱
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
改
正

に
よ
り
、
搾
除
傾
が
三
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
b

坪
野
地
内
農
林
漁
業
尉
揮
発
油
税

財
源
身
替
農
道
整
備
事
業
計
画

大
管
沼
、
坪
野
、
島
民
部
落
は
、
高

台
に
あ
り
、
こ
れ
ら

ω
部
落
よ
り
県

道
に
通
ず
る
市
道
が
、
急
こ
う
配
で

し
か
も
幅
も
せ
ま
く
、
自
動
車
の
運

行
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
揮
発
油
杭
の
身
替
り
財

似
に
よ
っ
て
、
総
工
費
六
千
万
円
で

延
長
ゃ
く
五
キ
ロ
(
幅
員
四
メ
!
卜

N
)
の
道
路
を
整
備
す
る
事
業
計
画

が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

片
貝
川
流
域
の

保
安
林
伐
採
回
積
き
ま
る

保
安
林
の
立
木
は
、
そ
の
保
護
を
は

か
る
目
的
で
、
認
司
を
得
な
け
れ
ば
伐

採
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
県
で
は
、
こ
の
ほ
ど
片
貝
川

流
域
の
保
安
林
の
伐
採
面
積
を
公
表
し

ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
水
源
か
ん
益

保
安
林
は

一
O
八

・
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

ま
で
、
土
砂
流
失
防
備
保
安
林
は
三
四

.
六

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
伐
採
し
て
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
伐
採
さ
れ
る
と
き
は
、
林
業

改
良
指
導
員
に
連
絡
し
て
附
進
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一

固

定

資

産

税

第

2
期

一

一

国

民

健

康

保

険

税

一

第

1
期
…

…

納

期

限

は

8
月
1
日
で
す
一

上
水
道

の
配
水
管
を
布
設

友

道

地

内

な

ど

市
で
は
、
上
水
道
の
水
源
地
の
盤
備

と
導
水
管
お
よ
び
配
水
管
布
設
な
ど
の

事
業
を
、
間
利
m
初
年
度
か
ら
五
か
年
計

画
で
実
施
中
で
す
。

こ
と
し
は
、
五
か
所
の
配
水
管
の
新

設
と
導
水
管
の
布
設
工
事
を
、
ゃ
く
二

千
万
円
の
工
事
賞
で
行
な
う
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

毎
年
、
給
水

人
口
が
千
二
百
人
も
地
加
し
て
い
ま
す

て

に

改

築

現
在
の
校
舎
は
、
木
造
の
老
朽
校
舎

の
た
め
、
こ
の
ほ
ど
総
工
事
費
三
千
九

百
三
十
万
円
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
階
建
て
、
の
ベ
面
積
千
四
百
四
十
平

万
メ
1
卜
W
の
近
代
的
な
校
舎
に
改
築

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
新
し

い
校
舎
に
は
、
普
通
教
室
八
、
特
別
教

室
三
、
こ
の
ほ
か
峨
員
室
、
保
健

室

小
使
室
、
給
食
・
室
な
ど
が
あ
り
、
水
洗

便
所
も
完
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り、

完
成
は
叩
月
末
の
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
教
室
が
不
足
し
て
い
る

加
禎
小
学
校
の
増
築
仁
事
も
す
す
め
ら

れ
、
三
教
室
の
ベ
回
船
二
百
四
十
平
万

メ
ー
ト
ル
'
、
工
事
的
ゃ
く
三
百
二
十
万

円
で
8
月
末
に
先
凶
す
る
ζ

と
に
な
っ

て
い
ま
す
口

与
引
〈
起
工
式
で
か
ま
入
れ
を
す
る

川
町
LH
一長

の
で
、
乙
れ
に
対
応
す
る
配
水
管
の
布

設
を
す
す
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
す
で
に
本
江
母
子
寮
前

か
ら
友
道
に
至
る
延
長
二
百
メ
ー
ト
ル
'

友
道
国
道
八
号
線
十
字
路
か
ら
大
海
寺

地
内
に
か
け
て
延
長
五
百
メ
ー
ト
ル
'
、

本
江
会
館
通
り
の

一
部
百
メ
l
卜

N
の

三
か
所
、
ゃ
く
二

百
二
十
万
円
で
配
水

管
が
布
設
さ
れ
、

7
月
か
ら
給
水
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し

t
A

た
。
と
の
配
水
管
の

忠
誠

布
設
に
よ
り
、
ゃ
く

崎
議

二
千
人
に
給
水
で
き

織

る
予
定
で
す
。

川
ゑ

ひ
き
つ
づ
き
、
杉

山誠一

野
ク
リ
ー
ナ
ー
前
延

議

長
二
百
メ
ー
ト
ル
'、

a圏

西
魚
津
駅
前
み
つ
わ

j

製
パ
ン
前
通
り
延
長

二
百
四
十
メ
ー
ト
ル
'

印
回
か
ら
袋
聞
の
送

.

お
困
り
ご
と
の
ご
相
談
は
・

行
政
相
談
委
員
へ

昭
年
引
年
度
の
行
政
相
談
委
員
に
谷

川
克
徳
さ
ん
(
真
成
寺
町
)
が
行
政
管

理
け
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
機
関
(
官

公
庁
)
の
と
っ
た
処
置
に
不
平
や
不
備

が
あ
る
と
か
、
納
得
の
い
か
な
い
場
合

み
は
さ
ん
の
相
談
相
手
と
な
っ
て
、
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
た
め

信
望
あ
る
民
間
の
有
説
者
に
お
願
い
し

魚
津
市
股
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が

7
月
四

H
に
満
了
し
ま
す
の
で
、
乙
の

一
般
選
挙
が、

7
月
日
日
全
国
統
一
し

て
行
な
わ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

民
業
委
員
の
仕
事
は
、
い
ま
さ
ら
申

し
上
げ
る
必
要
も
な
い
と
思
い
ま
す
が

民
業
経
営
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
に
と
っ

て
、
非
常
に
た
い
せ
つ
な
役
割
を
果
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
案
外
乙
の
委
員

の
選
挙
に
関
心
が
う
す
い
よ
う
に
感
じ

第
二
選
挙
区
H
旧
上
中
品
、
松
倉
地
区

第
三
選
挙
区
H
旧
片
貝
、
加
秘
、
道
下

地
区

第
凶
選
挙
区
リ
旧
.犬
神
、
西
布
施
、
経

団
地
区

マ
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

第
一
選
挙
区
三
名

第
二
選
挙
区
三
名

第
三
選
挙
区
間
名

第
四
選
挙
区
間
名
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7
川

同

日

字、

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

受
け
付片松上天加村道間経大本上 -b.';.の 1 来
け 巾 布 野雫出日該: ~
1時貝倉島有11税木下 Jjfu田町江万 l、生か当 D
間 ← 者ら者 や
は i換で 41は ん
午2019 18 15 14 13 12 11 8] 6 5 4 rrtす 年、 の
後日日日日日日日日日日日日日 o4昭 蝕
1 月和 堅
!時連連公小公保小迫小保公股 3040康
j絡絡民学民健品約叫健民協場 日年語

ナー子 χ所ま !1~~ 
|時所所館校館所校則T紋所館附 で月 間l

離
乳
食
の
講
習
会

離
乳
食
の
講
習
会
を
校
下
ご
と
に

行
な
い
ま
す
。
開
会
時
間
は
午
後
1

時
で
、
ゃ
く
二
時
間
の
予
定
で
す
。

校

下

講

習

日

場

所

住

吉

7
月
幻
自

公

民

館

四
布
施

幻
日

連

絡

所

本

江

お
日

保

健

所

大

町

初

日

保

健

所

上
野
方

幻
日

小

学

校

経

団

8
月
1
日

小

学

校

村

木

2
日

小

学

校

道

下

3
日

公

民

館

六
才
宋
満
の

結

核

予

防

接

種

該
当
者
は
、
昭
和
お
年
4
月
2
日

か
ら

ω年
日
月
白
日
ま
で
の
出
生
者

で
す
。
校
下
一
心
約
一
山
仰
心
恥
刊
場
所

片

貝

7
月
ロ
日

7
月
一比
日
連
絡
所

全

市

幻
日

mm
日
大
町
小
学
校

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
時
i
2
時

農
地
報
償
の
請
求
は

早
め
に
ど
う
ぞ
!

戦
後
の
農
地
改
革
で
、
国
に
農
地

を
買
収
さ
れ
た
方
に
対
し
て
給
付
金

が
、
請
求
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
請
求
の
期
限
は
、
昭
和
必
年

3
月
別
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
請
求
書
を
出
し
て
お
ら
れ
な

い
万
や
、
そ
の
遺
族
の
方
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
請
求
手
紙
き
を
し
ま
し

ょ
R
J
o
こ
の
期
限
ま
で
書
類
を
挺
出
さ
れ

な
い
と
給
付
金
が
も
ら
え
な
く
な
り

ま
す
。円以
議
委
員
会
で
は
、
み
な
さ
ん
の

申
し
出
に
よ
っ
て
、

引制
求
資
格
が
あ

る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
資
約
の
あ

る
万
に
は
、

請
求
の
ご
相
訴
も
受
け

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

請
求
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
万

ま
た
資
格
を
調
べ
て
ほ
し
い
万
な
ど

は
、
8
月
引
固
ま
で
、
股
業
委
員
会

(
相
の
木
農
業
セ
ン
タ
ー
内
)
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

商
底
の
経
営
に
も

診

断

を

こ
と
し
の
4
月
1
日
か
ら
中
小
企

業
の
み
な
さ
ん
の
経
皆
、
技
術
の
総

合
指
導
を
行
な
う
た
め
、
富
山
県
中

小
企
業
総
合
指
導
所
が
発
足
い
た
し

ま
し
た
。

乙
の
指
導
所
は
、
企
業
の
状
態
を

く
わ
し
く
調
査
、
分
折
し
、
経
訟
の

各
面
に
わ
た
っ
て
特
長
と
問
題
点
を

究
明
し
、
そ
の
改
善
策
を
し
め
し
、

経
世
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
庖
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
診
断
、
指
導
州
談
な
ど
に

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
J

診
断
の
申
し
込
み
は
、
県
中
小
企

業
総
合
指
導
所
、
市
役
所
商
工
水
産

謀
、
商
工
会
議
所
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

所
得
税
第
一
期
の
納
期

限
は

8
月

1
日

で

す

〈
〉
納
付
書
の
送
付

.
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
の
手
続
き

を
申
し
込
ま
れ
た
万
の
納
付
羽
田
は

税
務
署
か
ら
直
接
指
定
さ
れ
た
金

融
機
関
へ
送
付
し
ま
ず
か
ら
、
納

期
限
に
あ
な
た
の
預
金
か
ら
振
り

替
え
て
納
税
で
き
る
よ
う
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
口

・
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
の
手
続
き

を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
の
納
付

書
は
7
月
上
旬
ま
で
に
、
あ
な
た

の
お
手
も
と
に
お
刷
け
し
ま
す
か

ら
納
期
限
の
8
月
1
日
ま
で
に
お

忘
れ
な
く
納
税
し
て
く
だ
さ
い
0

0
納
税
に
.
使
利
な

μ
附
似
科
納
税
方

法
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
場
、
ま
た

は
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
た
す
ね

く
だ
さ
い
。
(
魚
津
税
務
者
)

保
身
体
隙
山
首
-民
生

相
談
所
で
は
身
体
陣

容
者
の
い
ろ
ん
な
川
相

談
を
受
け
た
り
、
誕
生
の
た
め
の

ω

言
や
指
場
を
す
る
た
め
、
州
議
会
を

ひ
ら
き
ま
ず
か
ら
と
利
川
・く
だ
さ

1

0

 

'uv 
マ
日
時

H
7
月
M
H
(木
)
午
前
9

wmω分
i
午
後
3
時
却
分
ま
C

マ
場
a

山
H
河
川
佼
所
鉛
二
会
議
室

マ
相
談
事
羽
日
手
帳

。
山側
装
H
〈
・
職

業

・
医
療
利
談
な
ど

身
体
障
害
者

更
生
相
談
会
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体
力
-
ア
ス
ト
を
校
下
ご
と
に
伊irH 

ー
ー
体
力
やつ

く
り
に
役
立
た
せ
よ
う
|
|
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第
一
回
歩
こ
う
会
は
、
6
月
5
日
間
中

前
か
ら
大
谷
山
ま
で
の
や
く
六
キ
ロ
を

歩
き
ま
し
た
が
、
ゃ
く
四
十
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
歩
乙
う
会
は
、
毎
月
第
一
日
曜

日
に
、
コ
ー
ス
を
変
え
て
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
お
気
経
る
に
と
参
加
く
だ
さ

1

0

 

B
U
V
 

次
回
は
7
月
3
日
、
天
神
山
ま
で
や

く
六
キ
ロ
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
、
午
前
9
時
ま
で

北
陸
電
力
魚
陣
営
業
所
前
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

市
民
体
操
を

行
な
い
ま
し
ょ
う

6
月
に
市
民
体
操
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
が
、
公
民
館
や
婦
人
会
、
青
年
団

の
会
合
に
は
、
乙
の
体
操
を
と
り
入
れ

て
、
健
康
な
体
を
つ
く
る
た
め
に
役
立

た
せ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
で
は
、
毎
日
午
後
3

時
に
、
庁
内
に
市
民
体
操
の
音
楽
を
流

し
、
手
の
す
い
て
い
る
職
員
か
ら
体
操

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。

各
ご
家
庭
に
は
、
体
操
の
順
序
を
書

い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た

の
で
、
乙
れ
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
市
民
体

操
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

上
村
木
交
差
点
に

自

動

信

号

機

市
内
で
も
交
通
量
の
多
い
国
道
八
号

線
上
村
木
交
差
点
に
こ
の
ほ
ど
自
動
信

号
機
が
と
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

乙
の
信
号
機
は
県
公
安
委
員
会
と
市

が
、
五
十
万
円
で
と
り
つ
け
た
も
の
で

6
月
お
日
か
ら
点
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
市
内
で
は
三
番
目
の
も
の
で

す。
な
お
、
乙
と
し
中
に
田
方
町
交
差
点

に
も
信
号
機
が
と
り
つ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

(写

真

上

村
木
交
差
点
の
信
号
機
)

こ
の
た
び
物
品
税
の
改
正
に
よ
り
、

て
い
る
も
の

身
体
隙
害
者
で
、
自
動
車
や
百
人
用
テ

・
点
字
で
操
作
が
表
示
さ
れ
、
録
音

・

l
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
時
計
を
購
入
さ
れ
再
生
が
四
ト
ラ
ッ
ク
方
式
で
立
体
録

る
場
合
、
物
品
税
が
か
か

ら

な

く

な

音

・
再
生
で
な
い
も
の
。
テ
1
プ
の

り
、
安
く
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
送
り
速
度
が
毎
秒
4
・
万

セ
ン
チ
メ

な
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

1
卜
戸
で
、

直
径
百
二
十
五
セ

ン
チ

と

お

り

。

メ

ー

ト

ル

以

上

の

リ

l
w
を
使
用
で

マ

自

動

車

き

る

も

の。

・
対
象
者
H
下
肢
ま
た
は
体
幹
不
自
由
マ
盲
人
用
時
計

の
た
め
、
身
障
手
帳
を
交
け
て
い
る

・
表
ガ
ラ
ス
が
簡
単
に
開
閉
で
き
、
文

も
の
で
、
運
転
免
許
を
も
つ
も
の
。
字
板
が
触
覚
で
わ
か
る
ほ
ど
突
出
し

身

体

障

害

者

に

恩

典

自
動
車
な
ど
の
物
川
税
が
免
税

-
対
象
自
動
車
H
小
型
普
通
来
用
四
輪

車
で
千
五
百
民
以
下
の
乗
用
車

・
免
税
手
続
H
福
祉
事
務
所
長
に
運
転

免
許
証
を
出
し
、
税
務
署
な
ど
に
あ

る
用
紙
に
証
明
を
受
け
、
販
売
業
者

に
提
示
す
る
。

免
税
自
動
車
は
、
購
入
後
二
年
間
、

他
に
譲
渡
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

マ
盲
人
用
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

・
対
象
者
H
盲
人
で
身
障
手
帳
を
受
け

健
康
で
明
る
い
生
活
を
お
く
る
た
め
に
|
|
|

住

民

検

診

を

受
け
ま
し
ょ
う

て
い
る
も
の
。
指
針
が
時
間
を
知
る

の
に
さ
わ

っ
て
も
動
か
な
い
も
の
。

八
自
動
車
税
な
ど
の
免
除

V

ま
た
、
今
年
度
か
ら
自
動
車
税
と
軽

自
動
車
税
が
免
除
に
な
り
ま
し
た
。

・
免
税
対
象
自
動
車
H
下
肢
な
ど
不
自

由
者
が
も
っ
て
い
る
自
動
車
十
お
よ
び

軽
自
動
車
で
、
そ
の
者
が
運
転
す
る

自
動
車

〈
午
前
日
時

t
u時
)

(
午
後
1
時
1
3
時
)

ハ
住
宮
V

7
月

m日
H
三
ケ
ク
ラ
ブ

(
午
前
日
時

i
ロ
成
)
住
吉
小
学
校

(
午
後
1
時
i
3
時
)

八
片
貝

V

8
月
3
日
H
道
坂
松
岡
源

作
宅
〈
午
前
四
時

i
ロ
時

)

奥

東

城
ク
ラ
プ
(
午
後
1
時
i
2
時
)

前
東
械
公
民
館
(
午
後
2
時
羽
分
i

3
時
却
分
)

八
松
倉
V

8
月
4
日
H
鹿
熊
ク
ラ
プ

(
午
前
日
時

i
ロ
時
)
松
倉
小
学
校

(
午
後
1
時
i
3
時
)

石
垣
ク
ラ
ブ

寄

付
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結
核
を
防
ぐ
に
は
、
早
く
み
つ
け
て
全
員
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う。

治
療
す
る
乙
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
な
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
下
着
を
箭
た
ま
ま
簡

乙
と
で
す
。
こ
と
し
も
住
民
検
診
を
7

単
に
と
れ
ま
す
。
費
用
は
い

っ
さ
い
無

月
か
ら
行
な
い
ま
す
。
学
校
や
勤
め
先
料
で
す
。

で
検
診
を
受
け
て
い
る
万
を
の
ぞ
い
て
昨
年
の
住
民
検
診
結
果
を
み
ま
す
と

ー
ー
ー

I
l
l
i
-
-
-ー
ー

一受
診
者
は
一
万
四
千
百
七
十
六
人
で
、

第
十
五
凶
市
民
体
育
大
会
は
、
7
月

一
受
診
率
は
九
十
四

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で

お
日
か
ら
県
体
予
選
を
か
ね
て
行
な
わ

一
し
た
。
こ
の
う
ち
六
十
八
名
の
患
者
が

れ
ま
す
。
開
会
式
は
、
剖
日
午
前
8
時

一
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

初
分
か
ら
市
営
古
田
グ
ラ

ン
ド
で
行
な

一
成
人
病
検
診

わ
れ
ま
す
。

一

乙
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
診
に
あ
わ
せ
て

競
技
種
目
と
会
場
は
次
の
と
お
り
。

一

三
十
五
才
以
上
六
十
五
才
未
満
の
方

八
幻
日
V

野
球
H

市
曽
野
球
場
バ

一

に
対
し
て
は
、
血
圧
の
測
定
も
行
な

日
ケ
ッ
ト
ポ

1
Y
H
魚
津
高
校
蹴

一

い
ま
す
。

球
日
東
部
中

一

八
M
日
V

陸
上
競
技
H
H
市
首
吉
田
グ

一
老
人
検
診

ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
'H
四
郎
中

一

ま
た
、
六
十
五
才
以
上
の
万
に
対
し

軟
式
庭
球
日
市
営
コ

l
卜

卓

球

日

一

て
は
、
血
圧
測
定
、
尿
の
検
査
を
行

本
江
小

バ

寸
l

ミ
ン
ト
ン
H
村
木
小

一

な
い
ま
す
。

ρ
レ
l
ボ
ー
ル
H
市
蛍
コ

l
ト

柔

一

安
下
川
の
検
診
H
と
場
所
は
次
の
と

道
日
市
此
道
場
剣
道
H
市
民
泊
弱

一
3
川
0
1

相
附

M
H凶
部
中
水
政

H
阿
部
中
プ

一
ホ

v
d

ー
川

ー
ー

一
ハ
天
神
V

7
月
間
日
H
背
柳
川
女
間
金

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1

一

治
宅

戸午
前
叩
附

i
m附
加
分
)

一

東
山
ク
ラ
ブ
(
午
前
日
時

i
u
時
)

車

も

人

も

必

ら

ず

一

時

停

止

が

一

一

天
神
小
学
校
(
午
後
1
時
、{
3
時
)

一
八
上
中
島
V

7
月
四
日
H
有
山
ク
ラ

踏

切

の

交

通

事

故

を

な

く

し

よ

う

一

プ
(
午
前
日
時

t
u
e

上
中
島

踏
切
で
お
き
る
交
通
事
故
は
、
被

害

断
、
お
%
が
エ
ン
ス
卜
で
す
o

一

小
学
校
戸
午
後
1
時

t
午
後
2
時
初

が
大
き
く
、
尊
い
生
命
ゃ
、
財
産
を
損
踏
切
を
通
行
す
る
と
き
は
、
車
も
人

一

分
)
川
原
福
島
哲
夫
宅
(
午
後
3

似
す
る
不
が
非
常
に
尚
い
も
の
で
す
。
も
必
ら
ず
一
時
停
止
し
て
、
左
右
の
安

一

時

1
4
時」

昭
和
却
年
中
に
金
沢
鉄
道
管
即
同
管
内
全
を
確
か
め
て
わ
た
り
ま
し
ょ
う
。

一
八
西
布
施
V

7
月
初
日
H
黒
沢
保
里

の
踏
切
事
故
は
七
十
六
件
で
、
五
十
人
響
報
機
が
嶋
り
、
赤
ラ
ン
プ
が
点
滅

一

良
作
宅
へ
午
前
日
時

t
u時
)

長

が
死
傷
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
は
じ
め
た
ら
絶
対
に
わ
た
ら
な
い
よ

一

引
野
谷
口
秀
宅
(
午
後
1
時
i
3
時
)

こ
の
事
故
原
因
は
、
引
%
が
直
前
版
う
に
し
ま
し
ょ
う。

一
八
上
野
方
V

7
月
引
日
H
し
む
ら
湯

一

万

二

千

円

山

女

岩

崎

岩

雄

(
亡
父
恒
次
郎
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

一
万

円

紺

屋

町

経

沢

健

治

ハ
亡
母
栄
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

一

万

円

文

他

町

稲

場

文

久

(
亡
制
母
あ
や
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

五

千

円

田

方

町

古

島

政

一

(
亡
父
政
雄
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

五

千

円

古

島

中

町

長

作

(
亡
妻
ふ
じ
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
〉

三
千
十
六
円
魚
津
地
区
繊
維
労
組
協

議
会
議
長
東
田
五
朗

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

笥
付
が
あ
り
ま
し
た
。

八
十
万
円

V

M

川
町
、
鹿
野
重
次
郎
さ
ん
は
、
新
市

庁
舎
の
装
飾
品
に
使
っ
て
ほ
し
い
と

十
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

猟
銃
、
空
気
銃
な
ど

い

っ

せ

い

検

査

魚
津
枇
樹
祭
署
で
は
、
こ
ん
ど
銃
刀
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
の
で
、
猟
銃
、

空
気
銃
な
ど
の
い
っ
せ
い
検
査
を
駐
在

所
の
区
域
別
に
行
な
い
ま
す
。
銃
砲
と

許
可
証
を
お
持
ち
の
う
え
、
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

マ
東
尾
崎
、
経
田
区
域
H
7
月
5
日

東
尾
崎
駐
在
所
マ
松
倉
、
上
中
島

区
域
H
8
日
松
倉
連
絡
所
マ
上
野

方
、
駅
前
派
出
所
区
域
H
9
目
。魚
津

瞥
察
署
マ
片
貝
区
域
H
日
日
片
貝

連
絡
所
マ
川
原
派
出
所
区
域

H
m

.
M
日
魚
津
響
祭
署

時
間
は
午
前
9
時
i
午
後
4
時

生
活
の

苦

し

い

万

は

国;民)年;金

掛

金

免

除

の
手

続

き

を

ム
・・・
昭
和

ω年
度
の
掛
金
は

全
部
終
わ
り
ま
し
た
か
/

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は

大
至
急
納
め
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
も
う
印
紙
納
付
は
で
き
ま

せ
ん
か
ら
、
市
民
課
窓
口
へ
現
金
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

マ
:・
生
活
が
苦
し
い
た
め
、
ど
う
し
て

も
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
万
は
、

掛
金
免
除
の
方
法
も
あ
り
ま
ず
か
ら

遠
慮
な
く
、
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑

を
も
っ
て
市
民
課
ま
で
お
い
で
く
だ

炉、.
、、
。

-
C
3
V
 

・
国
民
年
金
は
、
み
な
さ
ん
が
毎
月
納

め
ら
れ
る
掛
金
と
、
そ
の
ほ
か
に
、

国
が
そ
の
半
額
を
積
み
立
て
た
も
の

を
財
源
と
し
て
、
や
が
て
年
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-
掛
金
が
免
除
に
な
り
ま
す
と
、
本
人

が
納
め
な
く
て
も
、
国
が
そ
の
半
額

を
悩
み
立
て
て
い
く
乙
と
で
、
将
来

年
金
が
支
給
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

・
掛
金
を
納
め
な
い
方
や
、
ま
だ
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
万
は
、
本
人
の

掛
金
が
な
い
た
め
に
、
国
の
積
み
立

て
も
な
く
、
そ
の
う
え
、
掛
金
は
二

年
で
時
効
と
な
り
、
将
来
年
金
が
支

給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

マ
:・
さ
き
に
掛
金
の
免
除
を
受
け
ら
れ

た
万
で
、
こ
と
し
も
都
合
が
惑
く
、

ひ
き
つ
づ
き
免
除
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
、

7
月
四
日
ご
ろ
ま
で
に

印
鑑
を
も
っ
て
、
市
民
課
で
免
除
の

手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

t
・

消
防
法
の
一
部
が
改
正
さ

i
・

場

い

れ
て
、
日
月
1
日
以
後
は
、

三詐

)

消
防
設
備
土
の
免
許
状
を
も

け

め

た
な
け
れ
ば
、
消
防
用
設
備

出相

戸

川

内

の
工
事
お
よ
び
整
備
が
ぞ
き

4

一日

川

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

・

似

叩

の
た
め
県
で
は
、
資
格
試
験

!・
行

『

を
行
な
い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
、
願
書
を
7
月
初
日

ま
で
、
県
消
防
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
市
消
防
本
部
に
あ
り
ま

す。マ
試
験
の
続
類

・
叩
積
H
主
と
し
て
固
定
さ
れ
た
大
型

の
消
火
設
備
、
避
難
滞
具
な
ど

・
乙
種
H
固
定
さ
れ
た
消
火
設
備
、
自

動
火
災
報
知
器
、
避
難
措
具
な
ど

マ
試
験
の
日
時
場
所

八
筆
記
試
験

V

・
特
例
消
防
設
備
士
は
8
月
ロ
日
午
前

叩
時
か
ら
富
山
市
消
防
本
部

・
印
、
乙
極
消
防
設
備
士
は
8
月

m日

午
前
叩
時
か
ら
富
山
市
消
防
本
部

八
実
技
試
験

V

甲
は
9
月
5
日

i
m

日
ま
で
の
一
日
、
乙
は
9
月
ロ

i
u

日
ま
で
の
一
目
、
県
消
防
学
校
で
。

八
指
定
講
習

V

特
別
消
防
設
備
土
に

限
り
、

8
月
l
i
6
日
ま
で
の
一
日

県
消
防
学
校
で
。

7
月
1
日
か
ら

手
紙
、
葉
書
な
ど
郵
便

料
金
が
か
わ
り
ま
す

7
月
1
日
か
ら
手
紙
、

葉
書
な
ど
の

郵
便
料
金
が
か
わ
り
ま
す
。

郵
便
料
金
だ
け
で
な
く
、
郵
便
物
の

種
類
や
、
利
用
制
度
も
大
巾
に
改
正
さ

れ
ま
す
。

郵
似
局
で
は
、
各
ご
家
庭
へ
新
し
い

郵
便
料
金
と
、
改
正
主
要
点
を
書
い
た

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す

。

(

魚

津

郵

便

局

〉

長↓
_..:~~ 

、わ月

予 l
"11 、

マ母、 :ー
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~~ ・

番タ
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3
日
H
沢
口
(外
)医

院

①
|
1
7
5
7

叩
日
H
羽

田

医

院

①

|
0
6
4
2

U
日
H
細

川

医

院

①

|
2
8
2
5

M
日
H
宮

本

医

院

①

|
0
1
2
2

剖
日

リ

石

倉

医

院

①

|
0
3
2
1

な
お
、

当
番
医
を
ど
依
頼
さ
れ
る
と

き
は
、
ま
ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
へ

と
都
合
を
お
問
い
合
せ
の
う
え
、
都
合

の
悪
い
場
合
は
、
当
審
医
に
ど
連
絡
願

い
ま
す
。

喝

ae--
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…
水
族
館
の
夜
間
開
館
一

ん

8
月
1
日
i
お

日

ま

で

内

ψ

(

閉
館
は
午
後
9
時
)

山

~

荒
天
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
も

ω

A

あ
り
ま
す
。

山
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